
国際ロータリー第2620地区�

例　会　場／ホテル御殿場館21�

開 会 点 鐘／18：30�

ロータリーソング／四つのテスト  　 　  �

内　　　容／若手国家公務員の１人として思うこと�
　　　　　　国土交通省研究企画部企画課長�
　　　　　　　　　　　　勝又　賢人様�

会 員 慶 事�

　5月23日　生野　　旭君（１９年間）�
　5月23日　渋谷　　一君（２年間）�
　5月23日　斉藤　　衛君（２年間）�
　5月23日　山崎伊久雄君（２年間）�
　5月26日　望月　　茂君（１０年間）�
　5月26日　勝又　博文君（１０年間）�
　5月27日　石田　　恩君（５年間）�

次回6月3日の例会　１８４６回　１２：３０点鐘　東山荘・記念館�

会　長　  水口　正宏�

　最近、２人の政治家が国民

の政治不信を招いたという理

由から、責任をとって要職を辞任しました。こ

れに似たことは今までにもあったことですが、

国民に範をたれる立場の中でもとりわけトップ

クラスの２人であっただけに、今回はいささかみっ

ともない始末となったわけです。�

　責任の取り方というのはどんな場合でも問題

になりますが、我々ビジネスの世界では多くの

場合、一般的には業績評価が鍵を握っているよ

うです。ＴやＨやＮ自動車メーカーとＭ自動車メー

カーとの違いのように・・・。�

　当代ビジネス界に最も影響力を持つと言われる、

ウィーン生まれの思想家ドラッガーの名言集『仕

事の哲学』（上田惇生訳・ダイヤモンド社）で、

彼はこんなことを言っています。�

●成功の鍵は責任である。自らに責任を持たせるこ

　とである。あらゆることがそこから始まる。大事

　なものは地位ではなく責任である。責任ある存在

　になるということは、真剣に仕事に取り組むとい

　うことであり、仕事に相応しく成長する必要を認

　識するということである。�

●成果を上げることは一つの習慣である。実践的な

　能力の積み重ねである。実践的な能力は習得する

　ことができる。それは呆れるほどに単純である。�

●組織はもはや権力によっては成立しない。信頼によっ

　て成立する。信頼とは好き嫌いではない。信じ合

　うことである。そのためには互いに理解しなけれ

　ばならない。互いの関係について、互いに責任を

　持たなければならない。それは義務である・・・と。�

　ドラッガーの思想の一端を見ていると、ちょうど

１００年前のロータリーの草創期に、Ｐ・ハリス達が言っ

ていたことと寸分も違わないことが散見できるし、

現代を生きる我々に欠けていることにも気づかされ

ます。�

■ 6月 2日（水）19:30 市民会館�
■ 6月16日（水）19:30 ホテル御殿場館21�
※6月16日（水）は最終例会（お別れ会）です。�

�



会員数� 出席者数� 暫定出席率�
計算に用いる�
会員数�

前々回の�
確定出席率�

６２名� ５９名� ５２名� ８８.１４％� １００％�

狩野住夫君　4月25日　地 区 協 
根上眞一君　4月25日　地 区 協 
豊山　篤君　4月25日　地 区 協 
鈴木栄一君　4月25日　地 区 協 
勝間田太住君　5月 5日　Ｇ Ｒ Ａ�
大森清治君　5月 7日　沼　　津�
渡辺　巌君　5月11日　伊豆中央�

●メーキャップ�
　　　　（7名）�

●欠席者（7名）�
　橋本喜市君・大森清治君・井口修一君・山口幸男君 
　石田　恩君・勝間田豪亮君・狩野住夫君�
※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。�

○例会日/木曜日�
○例会場・事務局/YMCA東山荘�
　静岡県御殿場市東山１０５２�
　電話/０５５０－８３－１１３３　ＦＡＸ/０５５０－８３－１１３８�
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

（1846回）�

（1847回）�

（1848回）�

（1849回）�

�

月　日� 点　鐘 � 会　場� 内　容� 担当及び卓話者�
●6月　御殿場RC例会プログラム●�

12：30

12：30

18：00

12：30

東山荘・記念館�

東山荘・記念館�

箱根湯本・河鹿荘�

東山荘・講堂�

�

�

�

クラブ協議会（第６回）�

クラブ創立記念に因んで＆オーストラリア事情 �

移動例会�

１年を顧みて�

勝間田芳麿君�

親睦活動委員会�

全　員�

会長・幹事�

6/ 3�

6/10�

6/17�

6/24

最新の舗装工事　　臼井　良太君�

今月の「蕎麦を食する会」は明日５月２８日（金）18:00から
です。お待ちしております。�

○会　　　長/水口　正宏�

○幹　　　事/梶原　一正�

○会報委員長/勝又　　誠�

第2620地区�

●先週の早朝例会には、大勢の皆様に参加して頂きましたこと、
　狩野住夫君に大変ご協力頂いたことに感謝いたします。　　　�

親睦活動委員会�
●昨日のアクトの例会は６名全員が出席し、１００％出席でした。 
　残り２回となりましたので、宜しくお願いいたします。　　�

芹澤　正明君�

訂　正：先週の会報でのメーキャップの報告を訂正します。�
　大庭健一郎君　4月25日　地区協→4月23日　裾　野�
　大森　清治君　4月25日　地区協→4月23日　沼　津�

　アスファルト舗装材料は、砕石・

砂・アスファルトからなる。砕石と

砂は国内にあるが、アスファルトは

外国から原油を輸入し、重油・ガソリン・軽油・ガス・

灯油などを精製する過程で最後に残る残留物である。�

　道路は国民の生活を支える基本的な社会資本であ

り、人や車を安全かつ快適に通行させると共に、上

下水道の施設を収容したり、市街地における町並み

を形成するなど様々な機能を有する。�

　従来の道路舗装は、雨水などの表面水は表面から

直接側溝に排水する不透水舗装が主流であり、緻密

であればあるほど良い舗装とされた。近来、自然環

境の保全、騒音の抑制、産業廃棄物の有効利用など

を考慮し、環境に適合した材料を使用することによ

る人に優しい道路であることが求められている。�

排水性・透水性舗装―アスファルトの急速な開発に

より粗面な材料が主流となり、下層部に雨水などの

表面水を通すおこしのような舗装が開発された。こ

れにより車の走行による水はねがなく、ドライバー

の視界が良くなり、交通事故の低減効果が出た。また、

車騒音の元凶であるタイヤと路面の摩擦から出る空

気の漏れる音が路面下に吸収される為に騒音の発生

が減少し、沿道の住宅や人に優しい道路となっている。�

　一方で、この舗装は目詰まりすると機能が低下す

るので、機能回復方法が開発のテーマになっている。�

反たわみ性舗装―アスファルトは６０℃で軟らかくな

り始めるので、意外なことに車が走行している所よ

りも、夏の交差点で停車している所の方が轍ができ

る。アスファルトにセメントミルクを注入すること

で、強度を高めている。�

凍結抑制舗装―アスファルトにゴムの粒や塩を入れ

たもので、ゴムの粒は動くためにたわんで氷になり

にくくし、塩が凍る温度は水よりも低いために道路

の凍結を遅らせることができる。積雪には、細い溝

を何本も掘るグルービングというのが効果が大きい。�

　その他にも、プレコート砕石（陶器）を使用して

摩擦係数を上げ、スリップ防止効果を高めるロール

ドアスファルトや土を混入して町並みや景観との調

和を考えた景観舗装などがある。�

アスファルトはリサイクルの優等生―アスファルト

は１８０℃で温めると元に戻るので、傷んだ道路を補

修する場合、剥ぎ取った合材を破砕し再生している。

そのリサイクル率は９８％に達し、再生の時代から再々

生の時代に入っている。�


